
１ １０月１４日は、 にて会長幹事会が開催さ

れました。会長幹事会に細川 がご 人と

に出席されておられました。会話を通して、

は されたようにお見 けしました。

「 クラブの 様にはご をおかけしま

した。よろしくお えください」との事でし

た。

２ １０月１５日は、会員と に地区大会に参加し

ました。 講 は元ＲＩ理事の 千 大

千玄室 、 題は「 の 、ロータリーの

」財団 ロジ クト、お の 得と

の 、 を えてお話を きました。

会長幹事会と地区大会の報告につきましては

例会 ログラ にて発表があります。

３ この度の 地区大会参加に しまして、

道電力 業所所長であり、 がク

ラブの会員でもある中井会員、 の 田元

会員さんのお二方のご尽力により多大なるご

協力を きました事をこの場を りまして報

告させていただきます。

・ 川ＲＣより１１月例会 ログラ を しま

した。

会 会　 　  員

＝ロータリー奉仕の最新情報＝
　１０月はロータリーの「 と地 会の発

月間」です。

煙本日

　「ロータリー財団セミナー」

　　　　地区ロータリー財団委員会

　　　　　　　委員長　丸山　淳士 様

煙次週予定

　夜間通常例会

会員誕生日

　森　　　将由生

　串　橋　伸　幸

Ｎｏ．２７６２

第１５回　１ １ 月８日

会員総数 ………………３６名
出免会員 ………………４名
出免出席 ………………４名
基準会員出席 …………１８名
出席率 ……………… ６１．１ １％

欠席会員 ………………１３名
内メイクアップ ………８名
修正出席率 ……… ８２．８６％

 

 

 



　 連はミ ア 開発目 において、地

会と を発 させるには、 問題の 、

グローバルなパートナーシッ 、 境の 続可

能性が であるとしています。また、２０１４年

連進 ートによると、 度の 者数が

半 、 場における 性の地 が上 、テ

ク ロジーの 用 インターネット 用者数30

人、 電話 用者０ 人 が上 しており、

上 の 款は安定した を保っています。

　しかし、 連が新たに発表した「 続可能な

開発目 」から分かるとおり、成す きことは

多くあります。「 と地 会の発 月間」の

今月、 地 会で き続き、地 会と

の発 を える活動をご いただけますよう、

お い申し上げます。

世界 地の活動

　 ｏＲＣ、 ｏ  ＲＣ アルバ ア では、

のための 125 を地元の に提

し、 と スキルの研修を しま

した。その後、ミ バチの に い、新たに

125 を提 する事が出 ました。

　 ｏ ＲＣ ナイジ リア 、 者を った

性に を行い、ビジネスを成 させるた

めの研修を しました。

　 ｅ  ｅ  ＲＣ インド 、 を

わなければならない少 ・ 性を対 に

加 、 立て、コンピュータースキル、起

業などの 業研修を しました。

　 －  ＲＣ ウガンダ 、地

元 を対 にした 理、 、ローン、

投 、保 、 後計画に関する研修を しま

した。

　その ありますが、世界のＲＣが地

会の発 に している事例を しました。

　１０月がロータリーの「 と地 会の発

月間」である事を御 識 ければ いです。

・ 地区大会ご参加ご協力 き、ありがとう

ございました。　 森（幹）会長

・地区大会 お世話になりました。

　 福士会員

・ 地区大会では しい思い出をつくれまし

た。　 高田会員

・ 日の泊発電所の見学会に多数のご参加をい

ただき、ありがとうございました。 中井会員

・２０年出席１００ 表 をいただきました。

　 渡邊会員

・地区大会のお ありがとうございました。

　 燕会員

・クラブより地区大会のお をいただきまし

た。　 西谷会員

　 　回　　４０３，０００円

　今　回　　 １６，０００円

　累　計　　４１９，０００円

「地区大会報告」

　  会員

　１０月１４日６時３０分起 。 ただしく 度をし

て 時５５分 。す バスに る。バス

には１０名程度のメンバーが 。地区大会とす

れば少し しい思いがします。例年では３０名

はいたのでは

　バスは で 井会員を せ、一 に

かって出発。今年度は 道電力の泊発電所の

見学が行程に入っております。中井会員のご尽

力の賜 です。 中ではセブンイ ブン特 の

ンドイッチとお をいただき、 れの中、

一 を目指しドライブのスタートです。３

時間程度で のビュッ ダイ ング

に 、１時間ほどでお が たされ 味は普

通よりち っと上 その後、泊村に けて 度

スタートしましたが、 中の は

と同様の でした。１３時１０分に泊原子力発電

所に 、本人確 のチ ックを け、

明も わり、 電 に分 し、 より発

電所の全 を 、１時間半程度の でした

がその後 に けて出発しました。大変セ

キュリティが しい所でした。

　 ３時間 で目的地の に し、 テル
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で１時間ほど休 後、今 の の 会場である

の 「 きら 」に かいました。

の中 で、大変 が でした。１０年 に

上った時より 気が く、 で見る と同

であり、 理もおいしく いくものでした。

会も わり、森会長、 部幹事が し、２

次会はスナック「 ン 」という所を クラ

ブ し切りで行われました。その は さんの

通りです。

　１０月１５日、いよいよ本 の地区大会。

会 ８時３０分 、９時本会 開始ですが、

クラブはいつも通り から６ 目でした。

２ ３０名の席が用意されていました。

　本会 は 立ガバナーの で始まり、 例

の 次第でございます。本地区大会参加者は

１０００人 だと思います。 ＲＣ発表 登録は

１６００名 で、いつもの地区大会にしてはこ ん

まりとして、１５，０００円の登録 としては しく

感 たのは私一人ではなかったと思います。

　本会 も の部 クラブ は１０時

が り、 例の でございます。 の場所

は アリーナの 席で を大変おい

しくいただきました。 後からは、元ＲＩ理事

の千玄室さんの 講 で始まり、休 時間の

中で細川パストガバナーとお会いする機会があ

り、昨年の地区大会と しながらお話を し

ました。細川パストガバナーは の方はすっか

り回 され、 そのものでした。 クラブ

のメンバーによろしくお えくださいとの事で

した。本会 も最後になり、次はお ちか の

会です。会場を アリーナに移して

の開会です。私ども クラブのメンバーは

後４時３０分開始のところ、１５分 に入場し、

み は んでも いと 手に し、

周りを見回すと にも手を付けているクラ

ブが大 いて、 が クラブも周りの いに

され、自 と に手が出ていました。５

時 にはテーブルに がなくなり、５時

３０分にはバスに り み一 を目指して

に付きました。バスの中では 例の大 会が

始まり、バスの後方 席はすごくに かでご

ざいました。私は った方に まれる事無く、

１０年 の 地区大会では り 中で まれた

のですが、無事 一人として 者も無く、無

事 後１１時５０分 する事が出 ました。

沿 バスのドライバーさんありがとうございま

した。

　最後に分かり すい「しおり」を作成してく

れた 部幹事にお を申し上げて報告に代えさ

せていただきます。

　  会員

　 日の１４日、１５日の日程で ロータリーク

ラブが ストを める 開催の地区大会に参

加をしてきました。

　１４日には、 に かう 中で、泊村にあり

ます泊原子力発電所の見学をする事になってい

ましたので、とても しみにしていたのですが、

身分を 明するために であると えられて

いました をついうっかり れてし

まったので、代わりにスマート ンで撮った

を 付で見せたのですが、本 でなければ

目であると われ、 ながら発電所を見学

することは いませんでした。

　 、 撮影も であることから、スマー

ト ン メラは 室に けての見学という事

で、思いのほかセキュリティが であったこ

とに いてしまいました。

　それでも、現在、 に けて様 な安全

対 を講 ていることなどの 明は ける事が

出 ましたので、大変意義のある時間を ごす

ことが出 たと感 ております。

　発電所の見学の後はそのまま に入り、

ラオ 大会などなど しい思い出もたく

さん出 ましたので、本 はその事を中 にお

話をしたいのですが、 部幹事からは、 さ

んは地区大会の本会 の報告をしてくれと、

を されましたので、思い出話は させて

いて、本会 に付いての報告をさせて きたい

と思います。

　今年度 で開催されました地区大会の本会

は 会 の大 ールにて開かれました

が、席数が１３０席という大きな ールですので、

参加者全員が一 に会しての開催となりました。
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　 ログラ の内容に付きましては、私から

うまでもなく例年と同様な れで行われました

が、例年にもましてス ー に進行されている

との を けました。

　 、 ９時の に始まり、 を んで

後４時までの長 場ですので、初めて参加さ

れた方は、とても長く感 たのではないかと思

います。

　この 時間にも及ぶ地区大会の本会 の中で、

とても 的で 感動を けた事が、２ あり

ましたのでその事を中 に報告をさせて きた

いと思います。

　 は、千 ロータリークラブの 田 ガバ

ナー ミ ーが 会の で、感動した事が

あると話されていた事と、私が感 た事が全く

同 でしたので、多分参加された方の大多数が

同 様な感 を けたのではないかと思ってい

ます。

　 ず、一 目としては、２５１０地区の地区大会

のＲＩ会長代理に選出をされた、第３４９０地区の

人であります、ヤウ　チー・ジャ－ＲＩ会

長代理が、 から、ＲＩ現 報告、そして、

本会 後の部のＲＩ会長代理所感に るまで、

す て日本語で話されたことです。

　初めにＲＩ会長代理の を日本語でなされ

た時には、「日本語のすごく 能な 人だな

あ～」と感 しながら聞いていたのですが、

が わった後に、進行 の方が「ＲＩ会長代

理は日本語が一切話せませんが、この日の に

一月間特 を ました」とのアナウンスがあ

り、会場全 が きに まれました。

　しかも、その後のＲＩ現 報告、ＲＩ会長代

理所感に るまです て日本語で話されました。

　 、ＲＩ会長代理所感に付いては、スクリー

ンの図表を しながら話されましたので、私

は内容はそっちのけで ＲＩ会長代理の だ

けを めていました。

　二 目としましては、 講 をなされまし

た、 千 １５代 元の千玄室 せんげんしつ

さんの事になります。

　事 の 報からは、 直あまり興味がそそら

れる人 ではなかったのですが、 お話を聞

いてみると、英語が んだんにちりばめられた

で、とても い内容の講 でした。

千 １５代 元の千玄室 せんげんしつ さん、

大 １２年生まれで現在９４ になられますが、今

から６３年 の１９５４年に ロータリークラブ

の 立にかかわったチャーターメンバーとして

入会し、１９５～１９６年度には、２６５０地区のガバ

ナーをなされております。その後１９８８～１９９０年

に きまして ロータリーの理事の に付

かれております。

　現在はロータリー日本財団の理事長を めら

れており、ロータリーにとっては宝 のような

方であると、あとで った で御 います。

　講 の内容としては、理事長を める日本

ロータリー財団の活動で、多くの 学生が世界

の 和と人 の生活をよりよくするために、

連を初めとして、様 な 和機関で活 してい

る事 、ロータリーによって自分が育てられた

という のお話など、ロータリーに関するお

話から、現在は１６代目の 元として 子の千

室さんが されておりますが、千 休を

として500年続く 道のお話などがありました

が、特に に ったお話は、千玄室さんが特

の生き りであったというお話です。

　 地に くときに、 から、お の に生

まれたものだからと、千 休が切 したときに

用いた を見せられ、 が で「 段」を

いて送り出されたのだそうです。 にも生

き りはしたものの、多くの の思いをずっ

しりと いながら生きていると話されており

ました。

　生まれながらにして、 道という500年続く

日本の を後 する を ちながら、

に いては特 員として、 をお に

げる に かれ、 後に いては、ロータリ

アンとして、今なお りの人生をロータリーに

げんとする生き方は、どんな で した

らいいのかと、 だに が見つかっておりま

せん。

　私はというと、現在６０を え、なんとなくし

おれた面 ちで らしておりましたが、今は

を ばして生きて行こうと に めておりま
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す。

　この度の地区大会で、ヤウ　チー・ジャ－Ｒ

Ｉ会長代理と千玄室日本ロータリー財団理事長

に出会えたことは、私の人生にとってとても大

切な宝ものになりました。

　 阿部 会員

　まずは、遠方で行われる地区大会であり拘束

時間が長いにもかかわらず、登録３０名、出席１６

名と多くのご参加、御協力を賜りましたことに

感謝を申し上げます。また、バス移動では、移

動の計画を立てた私自身が同行できない不安が

ありましたが、１１名のみなさま一人一人から御

協力をいただき円滑に移動がなされたことを聞

いております。ありがとうございました。さら

には、道中に企画しておりました泊原子力発電

所の見学に関して、特に中井会員には、時間的

・手続的な条件を行程に沿って推し進めること

にご尽力をいただき、有意義な見学会にしてい

ただいたことに感謝申し上げます。

　本日は、１４日に行われました指導者育成セミ

ナーについて報告させていただきます。

　セミナーは、コーディネーターとして、２００９

－２０１１年度ＲＩ研修リーダー　中村靖治様、講

師として２０１２－２０１３年度ＲＩ会長　田中作次様

を迎えて、テーマ「ロータリーを語ろう～ＲＬ

Ｉ活動について」と題して開催されました。元

ＲＩ会長のお話を直接聞くなんてことは二度と

得られない機会と思い、とても興味深く拝聴し

てまいりました。

　中村コーディネーターが問題を提起して、会

場の会長幹事、ときにはパストガバナーの方を

壇上に上げて対話をする形をとり、その後に講

師の田中作治さんからお話をいただきました。

２時間に及ぶ内容なのでもちろん全てのことは

報告できませんが、興味深い内容だったので、

一部抜粋してお話をいたします。

　Ｚｏｎｅについて、世界中の地区を会員数が均

等になるよう34に分けているのがＺｏｎｅです。

日本は、第１ゾーンから第３ゾーンの３つに属

しておりますが、今年の６月に新しいゾーン編

成が発表され、2510地区が含まれる第１ゾー

ンから、関東の一部が第２ゾーンに移って、そ

の代りにバングラディッシュ、インドネシア、

パキスタンが入ることになりました。普段、Ｚ

ｏｎｅを意識することはないとは思いますが、こ

のことでどのような影響があるのか、これにつ

いては酒井パストガバナーから明確な回答があ

りました。ＲＩの理事はＺｏｎｅから選出される

ので、ＲＩにおける日本の票が少なくなり、意

見が通りにくくなる可能性があるとのことでし

た。Ｚｏｎｅ編成は会員 ３５，０００名ごとに世界地

図に境目を付ける作業なので、１０５，０００名いる

と純日本のＺｏｎｅが３つとなります。現在日本

には ８９，０００名の会員がいます。８年ごとに改編

があるので、それまでに最低 １６，０００の増員をし

て、３つ目の票を確保したいものですというお

話でした。

　昨年の定款・細則変更に関連して、細則で例

会の開催を月３回にしたクラブに挙手を求めた

とき、挙手した岩見沢東ＲＣが最初に壇上に呼

び出されました。メリットとしては、出席率の

悪かった月末を休みにしたことで、出席率が改

善したこと、デメリットとしては２週連続休み

の回数が増えて間があくことに違和感があると

いうことでした。続いて、細則で月２回に規定

したクラブに挙手を求め、えりもＲＣが壇上に

あがりました。この辺までくると挙手をすると

壇上に上がることになることに会場が気づき始

めていました。最後に、祝日週を休会にする方

法を採用したクラブに挙手を求めたときには、

挙手するクラブが無くなりました。司会の森川

代表幹事は、「半分以上のクラブで採用されて

いるはずなんですが。」と苦笑い。つられて中

村コーディネーターも苦笑いをするという場面

がありました。

　静かになりかけた会場で、中村Ｃｏから田中

作治さんに「どうしたらＲＩ会長になれます

か。」という質問が投げかけられました。回答

は、立候補以外に方法はありません。立候補を

したあとにビデオで自己アピールを日本語と英

語で撮影して選挙委員会へ送ります。年間１０～

１５名の中から選ばれるとのことでした。田中作

治さんは、周囲から立候補してほしいと勧めら
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れても長く げておりましたが、 げ切る事が

出 ず、「１回だけ出る、これでダメならもう出

ない。」と って立候補したそうです。

　ビジネスに しい人という一面も 間見る事

が出 ました。　「できない い をするのでは

なく、できる方法を えまし う。」という話が

ありました。 現までには ずいくつも が現

れます。 かをしようとしない人には現れませ

ん。 が現れたら 回したり めたりするので

はなく、 り える方法を えまし う。目

を 成するというのはそういうことです。それ

が成長の になります。と うお話でした。

かを成し げようと思ったら時間計画を 定し

てください。と うお話もありました。時間計

画のない行動は無 とまで しておりました。

　これに関しては、 会で森会長と一 に田

中作治さんに させていただいたときに、直

接 感させられました。 「今無理だと思っ

ていてもいいからロータリーで りたい大きな

目 を話してください。」と問いかけられまし

た。森会長が話すと、「 あ、いつまでにそれ

を るか。」ときます。答えに すると「３年

か、５年か。」ときます。 か答えないといけな

いと思い てて「 年で。」と答えると、「ずいぶ

んかかる 。」と われながら、今 したばかり

の森会長の名 に、目 と の「2024年」を

き みました。 で私が気を抜いていると、

私にも同 質問が投げかけられました。これま

で数 現してきた人特有の 得力があり、今

ったことは に めておかなくてはいけない

と思わされました。

　ＲＩ会長の のお話の は 話が聞けまし

た。少し いたします。

　年間500以上の地区大会が世界中で開催され

ておりますが、２５１０地区にＲＩ会長が出席した

例はありません。ＲＩ会長代理が出席するのが

例となっております。では、世界中のどこか

の地区大会に会長が出席することはあるのか、

答えは ｏです。不 になるので、出たくて

も「出るな。」と われるそうです。

　もう一つ、 リオ もあと一 までせまっ

ておりますが、 リオ以 の最 題は に

なるとお えなのか。の問いには、 ロータ

リーでは、気が るので リオが わるまでは

リオに 中、その後の話はしないことが 定

しているのだそうです。　

　質問のコーナーでは、 Ｌ の中では 業

委員会と 少年 委員会を 会 委員会

に含み、 、 会 の２本にして

されるというお話がありました。２０１９年のお

話です。 Ｌ の中だけの話なのでクラブの

とはリンクするものではありませんが、 業

がＲＩの中で されているのではないか、

という があがりました。田中作治さんからは、

業 は 人 人の規 であり、 ロータ

リーが 的に り ことかというと、最初

から違っていたと思っていた。そして、この講

の めくくりの として、 業 はロー

タリーの会員全員にとって、大事なものである

ことは間違いない。とおっし っておりました。

ん る気 ちなどなく、 しろ本 の形に

すものであるというＲＩの意 を感 ました。

細則については、全員が っていることが

で、みんなで みあわせをする機会を作ってく

ださい。そして、 会の変 、地区の変 、Ｒ

Ｉの変 によって、細則も変えていく があ

ります。クラブに なこと、不 なことをみ

んなで する機会を作ってください。という

ことでした。

　全編通して、 を題 に上げても、感 を

けるもの、興味深いものばかりでとても な

をすることができました。幹事の とし

て行動したことも含め、２日間を通して学ぶこ

との多い大会でした。

　 会員
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